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研究成果の概要（和文）：　地域の環境保全や防災力を高めるためには，住民主体の活動の活性化が欠かせな
い．しかし，それを継続させることは容易ではなく，リーダーの資質に頼っているのが現状である．
　そこで，「地域価値の共創」によって，地域の自然環境保全や防災などの活動の継続性が高まるという仮説を
たて，調査研究を行った．その結果，誇りや信頼といった価値が活動意図に強く影響していることが示唆され
た．つまり，地域に誇りが持たれる，活動する仲間と相互の信頼関係があると，活動は継続されやすいというこ
とである．また，誇りと信頼を醸成させるためには，「協同の学び」が有効であることも提案することができ
た．

研究成果の概要（英文）：We conducted a survey study with the hypothesis that the collaborative 
creation of regional values increases the sustainability of actions to preserve a region’s natural 
environments and to prevent disasters. The results suggested that values such as pride and trust 
strongly influence the intent behind such efforts. Namely, these actions are more sustainable if 
there is pride in the region, and if there are mutual relationships of trust among the groups of 
actors involved. Further, we proposed that “cooperative learning” is effective for fostering pride
 and trust.

研究分野：環境工学
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１．研究開始当初の背景 
 自然環境の保全や改善（以後，環境保全と
いう）の活動には，「技術・手法」とそれを
用いた「活動」という，２つの要素が必要で
ある．前者は，比較的研究が進み，申請者ら
も数々の環境保全の技術や手法を提案して
きた．後者の「活動」は，その『継続性』が
問題となって，それが原因で環境保全の効果
を十分に得ることができないものも多い．ま
た対策もレポートなどが見あたる程度で学
術的な検討は遅れている．そこで，申請者ら
は，これまでの多くの活動経験から，『環境
価値の共創は継続性を向上させる』ことを考
えた． 
 実際に，申請者らは 2000 年より，大阪湾
湾奥の環境保全を目的とした研究を尼崎港，
尼崎運河で行ってきた．運河では兵庫県と共
同で，2012，13 年に水質直接浄化施設とビ
ジターセンターを設置し，産官学民での協働
活動を行っている．他にも 2010 年からは，
尼崎港，運河の水中の栄養を生物体として取
り上げ，利用し，最後には食するといった循
環型の環境保全活動も行っている．また活動
を振り返ると，ある時期から「汚い，危ない，
行ったらあかん」と扱われていた港，運河が，
「汚いけど，楽しい，私たちの水辺」へと関
係者の意識が大きく変化していることに気
付いた．これを『新たな環境価値の共創』と
解釈し，研究課題にすることとした．なお，
価値の共創については，マーケティングの分
野での研究が進んでおり，人と対象との関係
を活性化させることが知られている．しかし
申請者らが提案する「自然環境の価値」とそ
の「共創」，さらに「活動の継続性の向上」
といった点に着眼した研究は，国内外でも本
研究だけである． 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，「環境活動の主催者，参
加者らによる新たな環境価値の共創が活動
の継続性向上を高める」といった申請者らの
仮説を実証し，それを検証することである． 
 具体的には，文献調査，協働型環境活動の
事例分析，社会実験を行い，(1)共創が生じる
ために必要な条件を明らかにし，(2)共創と活
動継続性との関係の一般化を図る． 
 
３．研究の方法 
(1)環境保全の活動意図に関するアンケート 
 地域を「ふるさと」と呼び換え，地域の環
境保全活動への行動意図に関するアンケー
トを徳島大学大学院生に行い，活動要因の抽
出を行った．大学生は，地域環境を支える次
の人材である．また，行動変容において課題
が抽出できた場合には，大学教育の中でその
対策を講じることができるという人材育成
面でも大学生を対象にするということが良
いと考えた．アンケート調査は 2016 年 6 月
に徳島大学 1 年生 97 名を対象に実施した．
結果については，「ふるさと」意識の因子分

析を行い，行動意図に関する共分散構造分析
を行った． 
(2)防災活動の活発な地域での調査 
 環境活動と同様に，地域継承を高める防災
活動に着目し，調査を行った．対象としたの
は，全国コンテスト“ぼうさい甲子園”で 11
年間連続で大賞などの賞を受賞している津
田中学校の防災倶楽部の保護者と地域住民
である．H27 年度より，津波の想定浸水深を
示すシールを各戸に貼付させてもらい，その
啓発効果についてヒアリングし，防災活動へ
の意図を把握した． 
(3)活動団体へのフィードバック 
 申請者が主催，関係する 8つの環境・防災
活動団体の関係者に活動への研究成果のフ
ォードバックを行い，活動状況のモニタリン
グを行った．また新しい団体を創った． 
 
４．研究成果 
(1)環境保全活動への活動意図 
①因子分析 
最尤法・Promax 回転による，因子分析を行
った．なお，分析したデータはアンケートで
7段階評価をした 21 項目である． 
その結果，5 つの因子に項目を分類するこ
とができた．第一因子は「環境を保全したい
か」，「愛着」，「誇り」の 3項目で構成された
ため『ふるさとへの想い』と名付けた．第二
因子は「活動したい」，「活動している」，「自
然度」，「負担しても良い」の 4項目で構成さ
れ『行動と意欲』とした．第三因子は「育む
もの」，「守るもの」の 2項目で構成され『保
全意識』とした．第四因子は「維持すること
への責任」，「父母が住んでいるところ」の 2
項目で構成され『責任』とした．第五因子は
「想像するもの」，「遠くで思うもの」の 2項
目で構成され『離れている』とした． 
②共分散構造分析 
因子分析の結果から，分類された第一から
第三因子を参考にし，ふるさとを想う気持ち
から実際に活動するに至るまでの関係を明
らかにするため，最尤法による共分散構造分
析を行った． 
その結果，図 1のように，ふるさとに対す
る『想い』や『保全意識』から『意欲』へと
至り，最終的に『実行』する過程が見られる
モデルが得られた（X2＝16.2，GFI＝.960，
AGFI＝.910，RMSEA＝.011，RMR＝.080）．つ
まり，ふるさとに対する「愛着」や「誇り」
といった『想い』と，「守る」，「育む」とい
った『保全意識』を持つだけでなく，「活動
したい」，「負担してもよい」という高い『意
欲』が持たれた場合に初めて，「ふるさと」
のために「仲間を持ち」，何らかの「活動」
が行われていることがわかる． 
ここで，モデル中の観測変数のデータを集
計すると，『ふるさとへの想い』である「保
全したい」，「愛着」，「誇り」や，『保全意識』
の「育むもの」，「守るもの」については大半
の学生が肯定している．また『意欲』の「活



動したい」，「負担しても良い」（62 名）につ
いても約半数が肯定的であった．しかしなが
ら，「ふるさと」のために『実行』の「活動
している」（8名），「活動する仲間がいる」（22
名）となると，3 分の 1 程度にまで急減して
おり，「ふるさと」のために活動する人を増
やすためには，『意欲』から『実行』に変化
させることが大きなポイントになることが
わかった． 
他にも，「想像するもの」，「遠くで思うも
の」といった「ふるさと」から『離れている』
という観測変数を用いて，構造図を作成しよ
うと試みたが，適合されるようなモデルはで
きなかった（X2＝30.7，GFI＝.926，AGFI
＝.833，RMSEA＝.098，RMR＝.150）．また『離
れている』から『意欲』に至るパスが負の影
響を示していることからも，ふるさとから意
識が離れている人は，活動には至ることは難
しいことを示している．  
  

 

図 1 大学生の活動行動意図に関するモデル 

近年「ふるさと」の概念は以前に比べてよ
り，抽象的されており，大学生へのアンケー
トからもその傾向が見られた．因子分析と共
分散構造分析から『想い』，『保全意識』→『意
欲』→『行動』へと発展する過程を明らかに
したが，『意欲』から『行動』する学生は大
きく減少していた．その原因として「ふるさ
と」が抽象化，観念化が考えられる．それは，
実体を知らない，実体に触れた経験が浅い，
手段がわからないといったことを招き，たと
え学生の『意欲』が高くとも，『行動』にま
で至らないと思われる． 
こうした課題解消のためには，まずは「ふ
るさと」をより具現化させる必要がある．そ
の手段として，体験学習，インターンシップ
などで，地域に触れ，その課題解決に向けた
取り組みを行い，地域の魅力を認知し，「ふ
るさと」のラベリングをさせることが考えら
れる．また a)大学教育においても地方創成の
取り組みが精力的に行われていること，b)大
学生が「第 2のふるさと」と生まれ，育った 
場所でないところに「ふるさと」のラベリン
グを行うことに抵抗が無いことから，これら
の方法は有効で，かつ効果的と思われる． 
(2)地域防災活動の活動継続意図 
 津田中学校保護者の内，津波シールを見た
保護者（65 人）について，津波シールを見る
前後での啓発効果をアンケート結果より評
価した． 
その結果，「想定津波浸水深が不正解で防
災対策実施数も少ない」D 群の人が，津波シ
ールを見る前の 33 名→14 名へと半数以下に
減少し，「想定津波浸水深が正解で防災対策
実施数も多い」A群の人は 3名→21 名へと増
加していることがわかった．その一方で，一
番移動した人数が多かったのは，D 群「想定
津波浸水深が不正解で防災対策実施数も少
ない」から B群「想定津波浸水深が不正解で
防災対策実施数が多い」への移動（10 人）で
あった．また，津波シールを見る前にいた B
群の 20 名の内，津波シールを見ることで知
識を獲得した人が 9 名いたこともわかった． 
従来の防災教育では，「リスクの理解」→
「行動の理解」→「行動の実行」へと至る D
→C→Aの順番が仮定されていた．しかし，本
研究では，これでまで考慮されてなかった，
とりあえず“やっておこう”と「行動の実行」
をしてから「リスクの理解」や「行動の理解」
を深める D→B→A の過程をたどる人が 19 名
と，他の D→C→A（10 名）や D→A（4名）と
比較しても多いことがわかった． 
 次に，中学校保護者の A，B，C，D 群の人
の特性を把握するために，正準判別分析（ス
テップワイズ法）を行った．その結果，図 2
に示すように，「No.17 津田中学生の防災活
動に対して大人として対応する責任がある
と思う」（以下，「中学生への責任」）と「No.10 
自分が暮らす社会全体のことについて考え
ることがある」（以下，「社会考慮」）に関し
て，判別的中率が 42.9%と低いものの，A，B，
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C，D 群を識別する判別関数を得た．なお，判
別関数の有意確率は，中学生への責任では，
p.=0.013，社会考慮では，p.=0.000 と共に判
別に有効であるとされた．また，判別的中率
は低いものの，注目する B群と C群で的中率
を見ると，B 群を C 群に，C 群を B 群に間違
える確率は 16%（的中率 84%）と低く，B群と
C 群の区別はされていた．このことから，B
群の「自宅の防災対策実施数が多い」人は「中
学生への責任」を思い，C 群の「自宅の想定
津波浸水深を正解」した人は「社会考慮」を
重視する傾向にあると言える． 
また，津田中学生に対する保護者および地
域住民の意識を見ると，被害軽減に役立って
いる，協力したい，また信頼していると回答
する人が，大半を占めていた．特に，保護者
よりも，地域住民の方が中学生への意識が強
く持っていることが興味深い．津田中学生の
防災活動は，10 年以上にわたって地域の中で
行われ，それが 1.17 防災未来賞「ぼうさい
甲子園」で 11 年連続表彰されるなど高い評
価を受けている．そのことが，当地区の地域
住民に「中学生への責任」を感じさせ，また
十分には理解しないものの中学生が貼付し
ている津波シールをみて，「私も対策をやろ
う」と促していることが示唆された． 
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図 2 防災行動意図についての判別分析 
 
(3)活動団体へのフィードバック 
 主催する活動団体へこれらの知見をフィ
ードバックし，活動継続の意欲を高めている．
さらに，学内でまちづくり系のボランティア
組織「ふるさと愛好会」を学生と共に立ち上
げた．現在，部員 40 名で徳島県内の少子高
齢化過疎のまちでの活性化や環境保全に関
する活動を週１回程度行っている．なお，こ
れらの活動は全国大学地域ボランティアコ
ンテストで初出場ながら第二位と高い評価
を受けた． 
(4)考察および今後の課題 
 地域の環境や防災の活動を継続させるた
めには，地域への愛着，誇り，仲間が必要で

あることがわかった．特に仲間については，
互いの信頼関係が必要である．特に環境活動
においては，私と自然といった一対一の関係
になりがちであるが，環境問題の解決に向け
ては，それを仲間全員で取り組む，仲間意識
へと発展させる必要がある．つまり，「誇り
や信頼」といった価値が地域住民によって内
発的に創出されることが活動継続の要因で
あると言える． 
 最後に，それを実現させる方法として，協
同の学びを提案する．これは，簡単に言うと
「心あわせて目的達成に向けて，学び，全員
が向上する」というものであり，近年注目さ
れている学習方法である．ここでは，互いに
助け合う，学び合うといったプロセスが受視
されているので，信頼感や仲間，地域を誇り
に思う気持ちが醸成されていくと期待でき
る．今後の課題は，この協同の学びをそれぞ
れの活動の特性に合わせて導入し，その効果
を計測することである． 
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